
 

「神奈川－アフリカ開発会議の森」箇所図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○植林箇所 

場 所 種 別 面積(ha) ＣＯ２吸収量
試算(ﾄﾝ) 

備考 

湘南国際村（横須賀市域） 広葉樹林 5.00 786 30 年間分

箱根県有林（箱根町畑宿） ヒノキ 2.00 401 〃 

第1回秦野市植樹祭植樹会場（秦野市横野） 広葉樹林 0.15 19 〃 

小 計  7.15 1,206  

  ※湘南国際村については、三井不動産株式会社の協力を得て実施 
 
◇森林整備箇所 

場 所 種 別 面積(ha) ＣＯ２吸収量
試算(ﾄﾝ) 

備考 

久野優良林（小田原市久野） 人工林､広葉樹林 58.63 8,406 30 年間分

寺山優良林（秦野市寺山） 人工林､広葉樹林 11.50 1,689 〃 

小 計  70.13 10,095  

 
合 計  77.28 11,301  
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別 紙 

「神奈川－アフリカ開発会議の森」に設置する看板 

この森をはじめ、神奈川県内５
箇所に「神奈川－アフリカ開発会
議の森」を設け、ＴＩＣＡＤ Ⅳ
において出席者が利用した飛行
機や会議場での電気使用などエ
ネルギー利用で発生した二酸化
炭素 11,300 トンを、今後 30 年か
けて吸収させます。 

この森をはじめ、神奈川県内５箇所
に「神奈川－アフリカ開発会議の森」
を設け、ＴＩＣＡＤ Ⅳにおいて出席者
が利用した飛行機や会議場での電気使
用などエネルギー利用で発生した二酸
化炭素 11,300 トンを、今後 30 年かけ
て吸収させます。 

ＴＩＣＡＤ Ⅳ 


